
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 山梨英和大学 
設置者名 学校法人 山梨英和学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間文化学部 

人間文化学科 
夜 ・

通信 

 

8 

23 31 13  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

2021年度は 1・2年は新課程、3・4年は旧課程 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/u_graduate/cur/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 山梨英和大学 
設置者名 学校法人 山梨英和学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
当法人ホームページ：（アドレス） 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/organization_chart/ 

事業報告書：当法人ホームページ（掲載箇所アドレス） 

   https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/financial/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常   勤 他法人 大学特任教授 

2020.4.1 

～ 

2024.3.31 

設置学校の校務の

統理 

常   勤 公民館 社会教育指導員 

2021.4.1 

～ 

2025.3.31 

園務の総括 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 山梨英和大学 

設置者名 学校法人 山梨英和学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業計画（シラバス）については、授業概要、到達目標、授業計画、成績評価の方法、

履修上の注意、授業時間外学修、学修に対するフィードバック方法等の項目について

作成する。 

授業前年度１２月にシラバス作成ガイドラインに基づき依頼し、３月にかけて各担当

教員が作成する。３月中旬の教員相互シラバスチェックにて１６項目について確認、

修正後、３月下旬に新年度シラバスとしてＷｅｂシステムにて公表している。 

授業計画書の公表方法 
学務システムにて作成し Web システムにて公表 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/u_graduate/cur/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
各授業における単位認定は、シラバス記載の到達目標をもとにレポートや試験など複

数の成績評価項目に基づき各授業担当者が成績評価を行い単位認定する。また、単位

認定に異議がある学生は、異議の申立てを行い、担当教員が、必要に応じ、成績の見

直しを行うことにより、適切性を担保している。 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/u_graduate/cur/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績評価における客観的指標として GP及び GPAを設定している。 

GP・GPAの算出方法は「履修マニュアル」に掲載し、学生への周知を行っている。 

単位認定と併せ前期末、後期末の年に 2回 GPA計算を実施している。 

 

・成績は 100点満点で、60点以上が合格となり、評価基準は次のとおりとしている。 

判定 評価（レターグレード） 点数 

合格     A 90～100点 

     B 80～ 89点 

     C 70～ 79点 

     D 60～ 69点 

不合格     F 0～ 59点 

     W 履修中止 

 

・GP（グレードポイント）は素点をもとに次の式で算出している。 

GP= 
score – 50 

  10 

ただし、不合格（F判定）の場合はすべて GP=0とする。 

また GPA（グレードポイントアベレージ）は、履修した科目の GPに単位数を乗じた値

の合計を総登録単位数で除し、5.0～0.0の間で算出している。 

GPA= 
（GP×当該科目の単位数）の総和 

   総登録単位数 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

・当該年度の履修マニュアルにて GP・GPA の算出方法を公表 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/pb/#pb4 

・大学 Webサイトにて成績の分布状況を公表 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/publication/publication/ 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

４年次３月に卒業判定のための教授会を開催し、必修科目３８単位、選択必修科目６

単位、卒業要件１２４単位以上（2019年度入学生まで）の修得について審査し、卒業

判定を行っている。 

次のとおりディプロマポリシーを定め、ホームページで公表している。 

「人間文化学」のカリキュラムにおいて所定の単位を修めることにより、次に示す能

力や資質などを備えた学生に対して卒業を認定し、学位を授与します。 

1.人間文化学に関わる幅広い教養と体系的な知識を修得し、多面的・論理的な判断に

基づいて課題解決に取り組むことができる。 

2.他者を理解しながらさまざまな手段で自らの考えを表現し、円滑なコミュニケーシ

ョンをはかることができる。 

3.多様な文化や価値観を受け入れ、キリスト教教育によって培った倫理観をもって地

域社会の発展に貢献できる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
大学 Web サイト及び学生配付の「履修マニュアル」にて公表 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/ 
 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/pb/#pb4
https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/publication/publication/
https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 山梨英和大学 

設置者名 学校法人 山梨英和学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/financial/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/financial/ 

財産目録 https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/financial/ 

事業報告書 https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/financial/ 

監事による監査報告（書） https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/houjin/cat/financial/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/publication/jikohyouka/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/publication/jikohyouka/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/mission/  ） 

（概要）山梨英和大学は、真に国際的な大学となることを目指しています。それは、

様々な国や地域から学生を受け入れることだけではありません。本学は、国籍や民族

の違いを超えて、常に国際的な視点でものを考えるとともに、自らの立脚点をしっか

りと見据えて地域社会と密接に連携しつつ、キリスト教精神に根ざした深い人間理解

のもとに、世界の平和と安定のために活躍する人材を輩出することを目指します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/） 

（概要）「人間文化学」のカリキュラムにおいて所定の単位を修めることにより、次に

示す能力や資質などを備えた学生に対して卒業を認定し、学位を授与します。 

1.人間文化学に関わる幅広い教養と体系的な知識を修得し、多面的・論理的な判断に

基づいて課題解決に取り組むことができる。 

2.他者を理解しながらさまざまな手段で自らの考えを表現し、円滑なコミュニケーシ

ョンをはかることができる。 

3.多様な文化や価値観を受け入れ、キリスト教教育によって培った倫理観をもって地

域社会の発展に貢献できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/） 

（概要）１・２年次で中心的に学ぶ基礎科目群では、キリスト教の精神を学ぶ科目、自

己理解・他者理解のための科目や地域社会を理解するための科目に加え、人間文化を

理解するための基盤となる創造性・協調性・コミュニケーション・ICT などの高度な活

用能力（フルーエンシー）を実践的に身につけます。 

2.２・３年次では修得したフルーエンシーを基盤とし、人間文化学を形成する下記の 

３つの専門領域を体系的に学びます。 

サイコロジカル・サービス領域：「こころ」を理解し「ひと」を支える心理の専門家を

めざす 

グローバル・スタディーズ領域：グローバルな視点から日本と世界を見つめ、真の国

際人をめざす 

メディア・サイエンス領域：ICTを駆使して新たな価値を創造するクリエイター、イノ

ベーターをめざす 

3.３・４年次では、「専門ゼミナール」や「卒業プロジェクト」などに代表される、専

門領域を深く追究する科目を学ぶとともに人間文化学を横断的に学ぶための領域融合

科目を学びます。 

4.さらに、４年間をとおして幅広い教養を身につけたり、自己を磨いたりするための

科目として「オープン科目」を設けています。 

 またキャンパスの内外を学びのフィールドと位置づけ、学外での学修活動を推進す

べくクォーター制とセメスター制を併用します。授業においてはアクティブラーニン

グを積極的に取り入れ、カリキュラム全体でフルーエンシーを醸成するようになって

います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/） 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/mission/
https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/
https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/idea/mission/


  

（概要）山梨英和大学は、「敬神（神を敬い）、愛人（人を愛し）、自修（自らを修める）」を

校訓としています。キリスト教精神に基づく建学の精神に由来するこの校訓と今という時

代における大学のあり方に対して真摯に向き合い、地域に根ざした大学として教育・研究

活動を行っています。本学では次のような学生を積極的に受け入れます。 

1.奉仕の心をもって、地域や国、さらには世界の発展に貢献したいと考えている人 

2.文化や言語のちがいを越えて他者を理解し、ともに学ぼうとする意欲をもつ人 

3.主体的に学ぶ姿勢をもち、地域はもちろんのこと地球規模の課題にも積極的にチャレン

ジする人 

4.本学の学習に対応できる基礎的な学力を有する人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/publication/publication/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

人間文化学部 － 14人 3人 7人 1人 0人 25人 

その他 － 0人 0人 1人 0人 0人 1人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 67人 67人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公 表 方 法 ： https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/wp_eiwa/wp-

content/uploads/2020/07/research_2020.pdf 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

ＦＤ／ＳＤ推進委員会を中心に、授業の実施方法・学生サービスの向上・キリスト教教育・教員の研究推

進について年間１０回程度の研修会を実施している。２０２０年度は新型コロナウイルス感染症の影響

により、前期は遠隔授業への対応について随時でのオンライン情報共有を行い、後期年度末に学生対応

及び遠隔授業工夫等についてオンライン研修会を行った。２０２１年度は５回程度の研修会を予定して

いる。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間文化学部 155 人 194人 125.2％ 640人 674人 105.3％ 10人 8人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 155 人 194人 125.2％ 640人 674人 105.3％ 10人 8人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間文化学部 
98人 

（100％） 

3人 

（  3.1％） 

65人 

（  66.3％） 

30人 

（  30.6％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
98人 

（100％） 

3人 

（  3.1％） 

65人 

（  66.3％） 

30人 

（  30.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考）甲府市役所・山梨日日新聞社・山梨県農業共済組合他 

 



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間文化学部 
94人 

（100％） 

75人 

（79.8％） 

5人 

（5.3％） 

14人 

（14.9％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
94人 

（100％） 

75人 

（79.8％） 

5人 

（5.3％） 

14人 

（14.9％） 

人 

（  ％） 

（備考）留年者については就学意欲の低下、が主な理由となっている。 

中途退学者については進路変更、経済的困窮、就学意欲の低下、が主な理由となっている。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画については、シラバスにて授

業概要、到達目標、授業計画、成績評価の方法、履修上の注意、授業時間外学修、学修に対す

るフィードバック方法等の項目について作成し明示している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）各授業における単位認定は、シラバス記載の到達目標をもとにレポートや試験など複

数の成績評価項目に基づき各授業担当者が成績評価を行い単位認定する。また、必要に応じて

成績異議申立制度に基づき学生と相互確認し単位を確定する。 

成績評価における客観的指標として GP 及び GPA を設定している。単位認定と併せ前期末、後

期末の年に 2回 GPA 計算を実施している。活用事例としては前学期の GPA に応じた履修単位の

登録上限を設けたり、奨学金等の学内選考等で使用している。 

卒業認定については、ディプロマポリシーに基づき４年次３月に卒業判定教授会を開催し、必

修科目３８単位、選択必修科目６単位、卒業要件１２４単位（2019 年度入学生まで）について

審査し卒業判定を行う。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間文化学部 
人間文化学科 124単位 有・無 半期標準 24単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/pb/#pb4 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/publication/publication/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/map/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間文化

学部 

人間文化

学科 
700,000円 150,000 円 460,000円 

教育充実費（年間：340,000円） 

休学の場合は在籍料のみ徴収 

（年間：120,000円） 

 円 円 円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学生に対するサポートとして「アドバイザー制度」があり、専任教員がアドバイザ

ーとして学生一人一人を担当し学生生活、履修計画、将来の進路について助言や指導を行っ

ている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）2年次からは、展開ゼミにて社会人基礎力の向上を目的とした活動を実施してい

る。 

大学 3年次から、本格的にオンライン・対面を併用した就職活動に備えた進路ガイダンス・

個別指導を実施している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）保健室に保健師１名、学生相談室に公認心理師（臨床心理士）４名を配置し、アド

バイザー教員を中心に、連携して学生支援他を行っている。保健室では「配慮要望書」にて

配慮が必要な学生を把握し、合理的配慮を行っている。教職員向けに月１回話し合いの場を

設け、学生の現状理解と対応方針の共有を行っている。学生相談室では、学生生活上の様々

な相談に応じている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/u_graduate/support/ 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/student/gaiyo/  
https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/health/ 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/counsel/ 

 

 

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/u_graduate/support/
https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/student/gaiyo/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

63人

後半期

59人

38人

―

―

学校名

設置者名

山梨英和大学

学校法人　山梨英和学院

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

58人

37人第Ⅰ区分

学校コード F119310105725

（備考）

内
訳

―

―

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

63人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

―

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

―

―

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

―

―

（備考）

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 ―

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

―

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


